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今後の方向性 ・千曲川ワインバレー特区協議会との連携・支援を充実させたい。
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事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

①②ともに12月18日に開催。ワイン特区管内の生
産者を主体とした3グループから活動状況の報告と
ワインテイスティングを実施。｢ＮＡＧＡＮＯ WINE栽
培情報プラットフォーム」を同日開催した。48名参
加。

平成29年度に10,000部作成したワインパンフレット
の引き合いが多く、在庫がなくなったため、10,000
部を増刷。年度中に42ケ所、7,400部を配布した。

・市町村を単位とした活動グループが
誕生しており、グループ間の情報交換
ができたことから、交流の活性化等が
期待できる。
・ラベル表示に関する提案などもあり、
千曲川ワインバレー特区協議会や県ワ
イン協会などで提案をすることができ
た。
・ワインパンフレットは、在庫終了後も
配布希望が多く寄せられていたため、
増刷することで需要に対応し、情報発
信を行うことができた。

合　　　　　　計 549,261

ワインパンフレットの増刷・発送
印刷代、郵送料 448,669

ワインパンフレットの改訂
データ更新 14,040

ワインパンフレットの改訂・
発送

データ更新・郵送料 42,545

講師旅費、謝金 44,007

／ワイン用ぶどう栽培講習会 資料印刷費、会場使用料

成果目標
（成果指標）

・市町村の枠を超えた生産者同士の交流や情報交換が期待されるとともに、生産者の経営レベ
ルの向上とワイン産地の基盤強化につながる。
・担い手への農地の集積が進む。（ワイン用ぶどう生産者の交流会参加者数：３０名）
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ワイン用ぶどう生産者交流会
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目 的
（目指す姿）

　千曲川ワインバレーに属する当地域ではワイン用ぶどう栽培者の確保・育成、栽培面積の拡
大、生産技術の向上、ワインイベント等による認知度アップ等に取り組むことにより、千曲川ワイ
ンバレーのワイン主産地としての地位を確立する。

現 状 と
課 題

　ワイン振興に取り組んでいるが、歴史が浅いこともあり、栽培適地や収穫適期、品種選定等が
確立されていない。生産技術の向上及び生産者同士の情報共有が急務である。また、知名度
アップを図る必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

①ワイン用ぶどう生産者交流会の開催
②ワイン用ぶどう栽培講習会の開催
③ワインパンフレットの改訂・発送
④ワインパンフレットの増刷
⑤ワインパンフレット増刷分の印刷

事業期間 平成３０年４月 平成３１年３月

実 施 機 関 上田地域振興局、千曲川ワインバレー連絡協議会ほか 担
当
課

農政課・企画振興課

事 業 名 千曲川ワイン振興プロジェクト
0268-23-2360(代)内2435 2215

uedachi-nosei@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
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